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	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相次ぐ食品の大量の自主回収
５月になって、イオンが韓国から輸入したチョコレート菓子を、そして江崎グリコがアイス製品の大量の自主回収を実施しました。そこで、その回収概要をまとめました。
イオンがチョコレート菓子260万箱を回収

韓国から輸入販売していたチョコレートケーキを自社検査したところ、原料に使用されていない「落花生」の成分（落花生は症状が重くなることが多く、生命に関わるため、アレルギー表示義務食品）が検出された。
該当品は2商品（4個入り、12個入り）で、昨年12月13～15日、今年1月25～27日に製造した最大82万箱に、落花生の成分が混入している可能性がある。チョコレートを製造した韓国の工場が、対象商品を生産する前に落花生を使った商品を製造していたが、設備の洗浄不足により落花生成分が混入したとみられる。
　自主回収は、落花生成分の混入可能性がない他のロットを含め、全ての約260万箱を実施した。
江崎グリコがアイス製品300万個を回収
　円すい状のアイス製品の包装不良で、下部、コーン部分の包装紙が長さ4～5㎝、幅1㎝程度めくれ、中身が見えているものもあった。３月下旬以降、購入者らから約10件の苦情があり、販売店の協力を得て在庫などを調査したところ、これまでに約200個の不良が見つかった。
原因は、3月から包装紙の材質を変えたが、その際にのり付けが甘くなったと考えられた。

全自主回収数は約300万個
　２社の自主回収新聞広告（共に読売新聞）を添付します。なお、イオンに関しては回収数が書かれていなかったので、千葉県の自主回収情報も新聞広告の上に加えました

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
イオンのチョコレート菓子に関して、回収事務が煩雑となるので無理かと思いますが。落花生の成分が混入したと考えられる当該ロット（賞味期限））のみを回収にしたら、廃棄物の量が減り、食品の無駄は少なくなると思います。
本当に大変な数量です。両食品で、たった数％の10万箱（個）消費者から返品された場合でも、膨大な事務量、時間、多額の経費がかかると思います。食品関連企業において、安全安心の経費を惜しんではならないと言えます。（笈川）
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